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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第62期
第３四半期
累計期間

第63期
第３四半期
累計期間

第62期

会計期間

自平成24年
４月１日
至平成24年
12月31日

自平成25年
４月１日
至平成25年
12月31日

自平成24年
４月１日
至平成25年
３月31日

売上高（千円） 4,585,961 5,092,826 6,203,125

経常利益（千円） 203,779 585,368 425,915

四半期(当期)純利益（千円） 129,366 359,091 270,924

持分法を適用した場合の投資利益

又は投資損失（△）（千円）
5,658 － △511

資本金（千円） 715,000 715,000 715,000

発行済株式総数（千株） 6,000 6,000 6,000

純資産額（千円） 2,870,410 3,329,888 3,024,097

総資産額（千円） 5,233,160 6,247,190 5,417,057

１株当たり四半期(当期)純利益金

額（円）
21.57 59.87 45.17

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

１株当たり配当額（円） － － 8

自己資本比率（％） 54.9 53.3 55.8

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
243,822 301,296 480,350

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△329,518 △584,482 △340,936

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△28,721 219,822 △118,758

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
262,630 339,588 401,524
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回次
第62期
第３四半期
会計期間

第63期
第３四半期
会計期間

会計期間

自平成24年
10月１日
至平成24年
12月31日

自平成25年
10月１日
至平成25年
12月31日

１株当たり四半期純利益金額

（円）
12.42 19.37

　（注）1.売上高には、消費税等を含んでおりません。

2.潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

3.当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

4.四半期財務諸表等規則第４条の２第３項により、四半期キャッシュ・フロー計算書を作成しております。

5.持分法を適用した場合の投資利益又は投資損失については、該当する関連会社への出資比率が20%を下回った

ため記載しておりません。

6.自動車部品製造用機械設備、器具及び工具等の販売については、営業外収益（純額表示）に計上しておりまし

たが、第１四半期会計期間より、売上高と売上原価に計上する方法（総額表示）に変更したため、当該会計方

針の変更を反映した遡及修正後の数値を記載しております。

　

　

２【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

　(1)業績の状況

当第３四半期累計期間における当社を取り巻く環境は政府の経済対策や日銀の金融政策を背景にした為替の円高是

正と株高により企業の収益改善や個人消費の持ち直しの動きが見られました。

この様な経済環境の中で、当社の売上高は、前年同期比506,864千円増収の5,092,826千円（前年同期比11.1%増）

となりました。

利益面におきましては、営業利益は前年同期比341,388千円増益の516,171千円（前年同期比195.3%増）、経常利益

は前年同期比381,588千円増益の585,368千円（前年同期比187.3%増）、四半期純利益は前年同期比229,724千円増益

の359,091千円（前年同期比177.6%増）となりました。 

  部門別の売上高状況は、次のとおりであります。

　電装品用部品が前年同期比18,114千円増収（前年同期比0.8%増）の2,268,932千円、ブレーキ用部品が前年同期比

281,776千円増収（前年同期比14.2%増）の2,267,486千円、その他応用機器等が前年同期比206,974千円増収（前年同

期比59.2%増）の556,407千円となっております。

　（当社は単一の事業セグメントにより構成されているため、業績の状況についてセグメントに関連付けて記すことは

しておりません。)　

　　

(2)キャッシュ・フローの状況

 当第３四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

当第３四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、前事業年度末に比べ

61,935千円減少（15.4%減）の339,588千円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期累計期間において、営業活動の結果得られた資金は、前年同期比57,474千円増加（23.6%増）の

301,296千円となりました。

　これは主に、税引前四半期純利益および未払金の増加によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期累計期間において、投資活動の結果支出した資金は、前年同期比254,963千円増加（77.4%増）の

584,482千円となりました。

　これは主に、関係会社株式の取得によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期累計期間において、財務活動の結果得られた資金は、219,822千円となりました。

これは主に、長期借入金の増加によるものであります。

なお、前年同期は、長期借入金の返済と配当金の支払いにより28,721千円の支出でありました。

　 

(3)事業上及び財務上の対処すべき課題

 当第３四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。 

　

(4)研究開発活動

 当第３四半期累計期間における研究開発活動の金額は、58,925千円であります。

　なお、当第３四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。 
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 20,000,000

計 20,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
(平成25年12月31日)

提出日現在発行数（株）
(平成26年２月７日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 6,000,000 6,000,000

 東京証券取引所　

 ＪＡＳＤＡＱ　

（スタンダード）　

単元株式数

1,000株　

計 6,000,000 6,000,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

　平成25年10月1日～

平成25年12月31日
－ 6,000,000 － 715,000 － 677,955

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。　
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成25年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

　

①【発行済株式】

 平成25年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
普通株式

1,000 
－

単元株式数

 1,000株

完全議決権株式（その他）
普通株式

 5,997,000
5,997 同　上

単元未満株式
普通株式

 2,000
－ －

発行済株式総数 6,000,000  － －

総株主の議決権 － 5,997 －

 

②【自己株式等】

 平成25年12月31日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社タツミ
栃木県足利市南大町

４４３番地
1,000 － 1,000 0.02

計 － 1,000 － 1,000 0.02

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について
　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下、「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、四半期財務諸表等規則第４条の２第３項により、四半期キャッシュ・フロー計算書を作成しております。　

　

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成25年10月１日から平成25

年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成25年４月１日から平成25年12月31日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、新宿監査法人による四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

　当社では、子会社を有していないため、四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 401,524 347,088

受取手形及び売掛金
注1 1,448,465 注1 1,883,887

商品及び製品 79,668 73,242

仕掛品 284,659 286,300

原材料及び貯蔵品 119,742 173,265

前払費用 3,563 4,770

繰延税金資産 94,172 94,172

未収入金 426,258 450,807

その他 9,861 8,738

流動資産合計 2,867,916 3,322,273

固定資産

有形固定資産

建物 1,994,198 1,944,941

減価償却累計額 △1,441,374 △1,421,760

建物（純額） 552,824 523,180

構築物 155,715 157,815

減価償却累計額 △121,128 △123,663

構築物（純額） 34,586 34,152

機械及び装置 3,751,719 3,861,586

減価償却累計額 △3,093,974 △3,171,278

機械及び装置（純額） 657,745 690,307

車両運搬具 13,004 11,209

減価償却累計額 △12,810 △11,073

車両運搬具（純額） 194 136

工具、器具及び備品 291,318 303,821

減価償却累計額 △254,122 △274,662

工具、器具及び備品（純額） 37,195 29,158

土地 40,361 40,361

建設仮勘定 20,904 97,738

有形固定資産合計 1,343,812 1,415,035

無形固定資産

借地権 4,892 4,892

ソフトウエア 264 2,415

その他 847 847

無形固定資産合計 6,004 8,155

投資その他の資産

投資有価証券 127,173 119,126

関係会社株式 653,063 953,996

出資金 303 303

前払年金費用 203,266 218,967

長期前払費用 2,234 1,266

長期未収入金 179,427 175,068

その他 33,854 32,997

投資その他の資産合計 1,199,323 1,501,725
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固定資産合計 2,549,140 2,924,916

資産合計 5,417,057 6,247,190
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（単位：千円）

前事業年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成25年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 190,308 231,239

短期借入金 470,000 670,000

1年内返済予定の長期借入金 104,810 130,540

未払金及び未払費用 1,140,154 1,404,705

未払法人税等 152,839 142,425

資産除去債務 157 －

賞与引当金 134,537 86,663

その他 14,419 26,989

流動負債合計 2,207,225 2,692,563

固定負債

長期借入金 100,000 141,915

繰延税金負債 85,733 82,823

固定負債合計 185,733 224,738

負債合計 2,392,959 2,917,301

純資産の部

株主資本

資本金 715,000 715,000

資本剰余金 677,955 677,955

利益剰余金 1,598,518 1,909,623

自己株式 △567 △567

株主資本合計 2,990,905 3,302,011

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 33,192 27,877

評価・換算差額等合計 33,192 27,877

純資産合計 3,024,097 3,329,888

負債純資産合計 5,417,057 6,247,190
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（２）【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

売上高 4,585,961 5,092,826

売上原価 4,067,454 4,205,300

売上総利益 518,506 887,525

販売費及び一般管理費 343,723 371,353

営業利益 174,783 516,171

営業外収益

受取利息 619 2,679

受取配当金 2,720 2,685

為替差益 11,274 62,345

技術指導料 4,866 3,477

その他 16,868 4,730

営業外収益合計 36,350 75,919

営業外費用

支払利息 6,154 5,021

その他 1,200 1,701

営業外費用合計 7,354 6,722

経常利益 203,779 585,368

特別利益

固定資産売却益 10,794 849

投資有価証券売却益 4,638 －

その他 11 －

特別利益合計 15,444 849

特別損失

固定資産除却損 1,540 921

減損損失 132 497

特別損失合計 1,672 1,418

税引前四半期純利益 217,551 584,799

法人税等 88,184 225,707

四半期純利益 129,366 359,091
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 217,551 584,799

減価償却費 213,185 196,828

有形固定資産除却損 1,540 921

減損損失 132 497

貸倒引当金の増減額（△は減少） △200 －

賞与引当金の増減額（△は減少） △60,763 △47,874

前払年金資産の増減額（△は増加） 22,546 △15,700

受取利息及び受取配当金 △3,340 △5,365

支払利息 6,154 5,021

為替差損益（△は益） △1,412 △1,427

有形固定資産売却損益（△は益） △10,794 △849

投資有価証券売却損益（△は益） △4,638 －

売上債権の増減額（△は増加） 227,850 △505,179

たな卸資産の増減額（△は増加） 22,111 △48,738

その他の資産の増減額（△は増加） 1,938 53,773

仕入債務の増減額（△は減少） △36,603 40,930

未払金の増減額（△は減少） △197,530 281,855

その他の負債の増減額（△は減少） 21,883 △450

小計 419,609 539,041

利息及び配当金の受取額 3,344 5,357

利息の支払額 △6,815 △4,980

法人税等の支払額 △172,315 △238,121

営業活動によるキャッシュ・フロー 243,822 301,296

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 － △7,500

有形固定資産の取得による支出 △389,254 △275,996

有形固定資産の売却による収入 40,213 850

無形固定資産の取得による支出 － △2,550

投資有価証券の取得による支出 △654 △177

投資有価証券の売却による収入 12,255 －

関係会社株式の取得による支出 － △300,933

投資その他の資産の増減額（△は増加） 7,921 1,825

投資活動によるキャッシュ・フロー △329,518 △584,482

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 100,000 200,000

長期借入れによる収入 － 150,000

長期借入金の返済による支出 △92,835 △82,355

配当金の支払額 △35,886 △47,822

財務活動によるキャッシュ・フロー △28,721 219,822

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,412 1,427

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △113,005 △61,935

現金及び現金同等物の期首残高 375,635 401,524

現金及び現金同等物の四半期末残高
※ 262,630 ※ 339,588
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【注記事項】

（会計方針の変更）

自動車部品製造用機械設備、器具及び工具等の販売については、営業外収益（純額表示）に計上しておりました

が、第１四半期会計期間より、売上高と売上原価に計上する方法（総額表示）に変更しております。

この変更は当該取引の金額的重要性が増したため、営業成績をより的確に表示するために行ったものです。

当該会計方針の変更については、遡及適用を行い、前年四半期及び前事業年度については遡及適用後の四半期財

務諸表となっております。

この結果、遡及適用を行う前と比べて、前第３四半期累計期間の売上高が177,776千円増加、売上原価が138,106

千円増加、営業利益が27,936千円増加し、営業外収益が27,936千円減少しております。この変更による経常利益、

税引前四半期純利益及び四半期純利益に与える影響はありません。また、同様の事由により前事業年度の貸借対照

表における流動資産の「未収入金」69,757千円を「売掛金」に組替えております。

　

（四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

　（税金費用の計算）

　税金費用については、当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実

効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（四半期貸借対照表関係）

注１　四半期会計期間末日満期手形

　四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。なお、当四

半期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期会計期間末日満期手形が四半期会計期間末日残高に

含まれております。

　
前事業年度

（平成25年３月31日）
当第３四半期会計期間
（平成25年12月31日）

受取手形 14,949千円 11,578千円

　

２ 当社は運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行５行と当座貸越契約を締結しております。

 この契約に基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

 
前事業年度

（平成25年３月31日）
当第３四半期会計期間
（平成25年12月31日）

当座貸越極度額 1,200,000千円 1,200,000千円

借入実行残高 470,000 670,000

差引額 730,000 530,000

 

（四半期損益計算書関係）

前第３四半期累計期間（自　平成24年４月１日 至　平成24年12月31日）

　該当事項はありません。

　

当第３四半期累計期間（自　平成25年４月１日 至　平成25年12月31日）

　該当事項はありません。

　

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第３四半期累計期間
（自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日）

現金及び預金勘定 262,630千円 347,088千円

預入期間が３か月を超える定期預金 － △7,500

現金及び現金同等物 262,630 339,588
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日）

　配当金支払額　

（決　議） 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年５月８日

取締役会
普通株式 35,989千円  6円  平成24年３月31日  平成24年６月11日 利益剰余金

　

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日）

　配当金支払額　

（決　議） 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年５月８日

取締役会
普通株式  47,985千円   8円  平成25年３月31日  平成25年６月５日 利益剰余金

　

（持分法損益等）

　
前事業年度

（平成25年３月31日）
当第３四半期会計期間
（平成25年12月31日）

関連会社に対する投資の金額（千円） 653,063 653,063

持分法を適用した場合の投資の金額（千円） 238,762 －

　
前第３四半期累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

持分法を適用した場合の投資利益の金額（千円） 5,658 －

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社は、自動車用部品事業の単一のセグメントであるため、記載しておりません。

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 21円57銭 59円87銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 129,366 359,091

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 129,366 359,091

普通株式の期中平均株式数（株） 5,998,213 5,998,213

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

　

（重要な後発事象）

　　　該当事項はありません。　
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２【その他】

　該当事項はありません。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成26年２月７日

株式会社タツミ

取締役会　御中

新宿監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 壬生　米秋　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 末益　弘幸  　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社タツミ

の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの第63期事業年度の第３四半期会計期間（平成25年10月１日から平成25年

12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成25年４月１日から平成25年12月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわ

ち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任　

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論　

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社タツミの平成25年12月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了す

る第３四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

　

利害関係　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は会社が別途保管

しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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